
ＯＢまたは紛失球の場合、

ローカルルールひな型Ｅ－５を適用し、

プレーヤーは

以下の救済エリアより２打付加し、

ドロップにてプレーを

再開することができる。

a. 球の基点：元の球が・・・

・コースに止まったと推定される地点。または

・アウトオブバウンズとなったときに

コースの境界縁を最後に

横切ったと推定される地点。

ｂ．フェアウェイの基点：球の基点に最も近く、

しかし、球の基点よりホールに近づかない、

プレーしているホールのフェアウェイの地点。



基点に基づく救済エリアのサイズは

次の間のすべての場所

・ホールから球の基点（ａ）を通る直線。

その直線から外側へ２クラブレングスの範囲。

・ホールからフェアウェイの基点（ｂ）を通る直線。

その直線からそのフェアウェイ側へ

２クラブレングスの範囲。

※ 救済エリアは、ジェネラルエリアで

なければならない。

球の基点よりホールに近づいてはならない。


